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研究成果の概要（和文）：ビジョントレーニングの効果を定量的に評価するため、バイオマーカーの導入を検討した。
指標としてBDNF(Brain-derived neurotrophic factor;脳由来神経栄養因子）を用いた。自作装置で動体視力を測定、
トレーニング前後の被験者の血清、血漿BDNF濃度を測定し、動体視力との相関を調べた。結果、トレーニング前後での
血清および血漿BDNF濃度は、血清では増加したが血漿では減少し、統計的に有意であった。動体視力との有意な相関は
認めなかった。(第119回日本眼科学会総会発表;2015年4月）トレーニング前後で変化することから、BDNFはバイオマー
カーとして利用出来る可能性がある。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined with the use of a statistical method the usefulness of 
the BDNF(Brain-derived neurotrophic factor) as an evaluation method of the visual function and sports 
vision after training.The eye movements were measured by using an original device, which was made of 
HI-10 (Kowa, Japan), a device to measure the lateral DVA(Dynamic visual acuity) to see the mark moving 
across in front of the eye, with Eye Link 1000 (SR research, Canada), a device to measure the precise eye 
movements being attached to it. We checked plasma and serum BDNF level of each subjects before and after 
training. As a result, serum BDNF level tends to increase but plasma BDNF level tends to decrease after 
training, but there is no obvious correlation between plasma and serum BDNF level and DVA. There is a 
possibility to use BDNF as a biomarker of training effect because plasma and serum BDNF level changes 
before and after training.

研究分野： スポーツビジョン
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１． 研究開始当初の背景 
 

米国でスポーツビジョン研究が萌芽して

およそ 1 世紀、日本にその概念が紹介されて

約 40 年が経過した。研究代表者がこの分野

の研究を開始して 10 余年が経過するが、依

然としてこの分野を取り巻く研究環境はあ

まり変化していない。つまり、この分野の中

心的研究者は、殆どが米国のオプトメトリス

トであり、その大半がビジョンコンサルタン

トとして開業している。したがって、米国に

おけるスポーツビジョンは、ビジョンコンサ

ルタントがクライアントを獲得するための

重要な手段であり、いかに魅力的なトレーニ

ングを開発するか、ということに主眼がおか

れており、スポーツビジョンとは何か、視機

能とのかかわりの中で、普遍的に真理と考え

られるものは何か、というような科学的根拠

の解明を目指す性質のものではない。日本に

おいてもその傾向は変わらない。このような

背景から、現在までのこの分野における研究

成果は、科学的根拠や客観性に乏しい、自覚

的検査データの蓄積、評価のみに終始してき

た。ゆえに、世間的な関心の高まりと相反し、

未だスポーツビジョンは科学的学問分野と

して確立されていない。そして現在、その弊

害として、根拠のないビジョントレーニング

等の情報が氾濫し、一般の人々に混乱を招き、

社会問題にもなっている。 

非日常の状況下である、スポーツ時の視機

能を科学的に測定、解析することは、人類の

視覚、視機能における全く新しい知見に繋が

る可能性を孕む。スポーツビジョン研究の持

つこのような素晴らしい可能性を発展させ

るためには、この分野を自覚的検査の集積で

ある経験的学問という体系から、他覚的検査

による客観性を持った科学の一分野として

転換させる必要がある。 

このような観点から我々は、研究指針とし

て ① 既存のスポーツビジョン測定の有用

性の評価 ② 測定に他覚的検査を導入し、解

析結果に客観性と再現性を持たせること、の

2 点を掲げた。そして、その応用として、③ 科

学的根拠及び再現性を有するビジョントレ

ーニングの開発、を一連の研究の目標とした。 

まず、①として、百数十名からの被験者の測

定結果に多変量解析の概念を導入し、既存の

スポーツビジョン検査が有用であること、特

に DVA(Dynamic visual acuity;横方向の動

体視力)の有用性が高いことを明らかにした。

（第 109 回日本眼科学会総会発表；2005 年 3

月） 

次に、②として、近見反応測定装置を用い、

近見反応の測定が、客観的な動体視力の指標

として有用であることを明らかにし、この分

野に初めて他覚的、定量的な検査を導入する

ことに成功した。（第 110 回日本眼科学会総

会発表；2006 年 4 月） 

これら一連の研究により、DVA と実際の眼

球運動を測定することの重要性が示唆され

たため、平成 19～22 年度科学技術研究費補

助金による研究（若手研究 B）として、DVA

と精密眼球運動を同時に計測できる装置を

自作し、動体視力を定量的に解析することに

成功した。（第 112 回日本眼科学会総会発表；

2008 年 4 月：視機能部門・座長賞受賞） 

また、測定に伴う練習効果の、結果に対す

る影響を検討するため、練習効果の定量化を

試み、測定結果に共分散分析（ANCOVA）を

用いた解析で練習効果の定量化に成功、（第

113 回日本眼科学会総会発表；2009 年 4 月）

さらに、より実際の測定結果にフィットする

解析プログラムを自作し、高精度に練習効果

を定量化する方法を開発、報告した。（第 114

回日本眼科学会総会発表；2010 年 4 月） 

このような研究過程で、動体視力を定量的に

測定する手法を得ることにより、今回我々は

当初の目的である③ 科学的根拠及び再現性

を有するビジョントレーニングの開発、の研

究に着手する段階に至った。 
 
 



２． 研究の目的
 

その創成期から現在に至るまで、スポーツ

ビジョン研究の最たる目的はビジョントレ

ーニングによる競技成績の向上である。しか

し、現在までに提案されたビジョントレーニ

ングは、全て科学的根拠も再現性もなく、主

観的な経験に基づくものであった。今回我々

は、この新しい動体視力定量化法に加え、更

に客観性を持つバイオマーカーを導入出

れば、トレーニングの効果をより客観的に評

価出来るのではないかと考えた。バイオマー

カーとして、我々は

neurotrophic factor;

着目した。

BDNF

パク質で

能改善などの神経可塑性を有することが明

らかにされている。（

の BDNF

力が向上すれば、それは科学的なビジョント

レーニング法の開発に繋がる

今回我

ーニングの関連について検討することを本

研究の目的とした。
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